
「
元
御
薬
園
御
絵
図
」
〈
元
禄
六
年
〉
…
…
第
１
図

「
尾
張
藩
御
深
井
御
薬
園
絵
図
」
…
…
・
・
・
第
２
図

上
田
は
、
前
者
を
尾
張
藩
初
期
の
薬
園
図
と
み
な
し
、
こ
れ
を
拡
張
し
た
薬
園
が
後
者
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
後
者
は
栽
培
薬
草
を
一
点

ず
つ
彩
色
図
で
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
他
藩
の
薬
園
図
に
は
類
例
を
み
な
い
出
色
の
作
品
で
あ
る
。
前
者
の
年
記
か
ら
、
後
者
は
元
禄
六
年

（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）

（
一
六
九
三
）
よ
り
後
代
の
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
上
田
に
続
い
て
、
右
左
見
、
吉
川
、
深
谷
、
水
野
、
水
野
・
遠
藤
ら
の
諸
論
考
が
現
わ
れ

介
し
て
い
る
。

眺
め
る
と
ど
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

尾
張
藩
は
幕
末
に
お
い
て
本
草
学
が
独
自
な
発
展
を
と
げ
た
特
異
な
地
域
に
数
え
ら
れ
る
。
当
然
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
医
学
や
本
草
学

に
関
す
る
尾
張
藩
の
政
策
の
影
響
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
尾
張
藩
の
施
策
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
・

江
戸
期
に
お
け
る
医
学
や
本
草
学
の
発
展
は
、
薬
園
の
存
在
と
不
可
分
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
薬
園
の
面
か
ら
尾
張
藩
の
本
草
学
を

（
１
）

尾
張
藩
の
薬
園
に
つ
い
て
は
す
で
に
上
田
三
平
の
先
駆
的
研
究
が
あ
り
、
そ
の
著
「
日
本
薬
園
史
の
研
究
』
で
は
次
の
薬
園
図
二
点
を
紹

は
じ
め
に

尾
張
藩
薬
園
の
成
立
と
変
遷

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
四
号
平
成
八
年
一
月
十
七
日
受
付

平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
四
月
四
日
受
理

遠
藤

正

ム
ロ

、
ｗ
ノ
イ
０
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記 両
に藩
は 、
、へ

二
）
本
御
薬
園
の
成
立

お
ふ
け

し
た
お
ふ
け

尾
張
藩
の
初
期
の
薬
園
は
、
名
古
屋
城
本
丸
の
北
方
の
御
深
井
ま
た
は
下
御
深
井
と
呼
ば
れ
る
十
万
坪
を
越
え
る
広
大
な
庭
園
の
一
角
に

ふ
け

つ
く
ら
れ
た
の
で
、
の
ち
に
は
そ
の
外
の
隣
接
地
に
も
拡
張
さ
れ
る
が
、
御
深
井
御
薬
園
と
総
称
さ
れ
る
。
御
深
井
と
は
湿
地
・
沼
沢
地
の

も
と

意
で
あ
る
。
御
深
井
御
薬
園
の
う
ち
最
初
に
開
設
さ
れ
た
部
分
は
本
御
薬
園
あ
る
い
は
元
御
薬
園
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
本
御
薬
園
の
成
立
時

期
は
ど
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

幕
府
の
江
戸
に
お
け
る
最
初
の
薬
園
、
麻
布
御
薬
園
と
大
塚
御
薬
園
が
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
開
設
さ
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、

（
７
）
（
８
）

そ
こ
で
と
れ
た
薬
種
が
尾
張
藩
を
は
じ
め
御
三
家
に
下
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
尾
張
藩
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
①
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
閨

五
月
二
日
、
②
同
年
十
二
月
廿
五
日
、
③
同
三
年
十
二
月
十
日
、
④
慶
安
元
年
二
六
四
八
）
十
一
月
廿
七
日
、
⑤
同
二
年
十
二
月
二
日
に
そ

れ
ぞ
れ
下
附
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
「
徳
川
實
紀
』
に
よ
れ
ば
、
う
ち
①
は
尾
藩
の
み
、
②
と
⑤
は
尾
・
水
の
両
藩
、
③
は
紀
・
水
の

（
９
）

両
藩
、
④
は
尾
・
紀
・
水
の
三
藩
に
そ
れ
ぞ
れ
下
附
さ
れ
た
と
し
、
③
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
尾
張
藩
の
日

今
回
、
こ
れ
ら
の
薬
園
図
の
原
図
↑

新
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
報
告
す
る
。

る
が
、
い
ず
れ
も
上
田
の
解
釈
が
踏
襄
さ
れ
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
通
説
に
従
う
と
、
こ
れ
ら
の
地
形
は
諸
種

の
城
下
図
の
地
形
と
整
合
せ
ず
、
現
在
地
の
同
定
が
難
し
く
、
現
在
地
は
今
日
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
・

今
回
、
こ
れ
ら
の
薬
園
図
の
原
図
を
は
じ
め
、
各
種
の
尾
張
藩
絵
図
の
調
査
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
通
説
と
異
な
っ
た
い
く
つ
か
の

承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
十
二
月
朔
日
殿
様
え
御
薬
種
被
進
候
問
、
明
日
御
家
老
御
指
出
候
様
に
と
松
平
和
泉
守
殿
御
指
図
有
之

同
年
十
二
月
二
日
御
薬
園
の
御
薬
種
三
十
九
味
御
拝
領
之

一
、
御
深
井
御
薬
園
の
成
立
と
変
遷

（6） 504



さ
て
、
「
元
御
薬
園
御
絵
図
」
（
第
１
図
）
と
「
尾
張
藩
御
深
井
御
薬
園
絵
図
」
（
第
２
図
）
と
の
新
旧
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
樹
木
の
有

無
を
み
る
と
、
前
者
に
は
樹
木
が
多
数
あ
り
、
そ
の
高
さ
と
幹
廻
り
を
含
め
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
杉
の
木

を
除
い
て
樹
木
ら
し
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
前
者
に
記
載
さ
れ
る
杉
の
木
に
は
高
さ
は
七
間
、
廻
り
三
尺
の
も
の
が
あ
り
、

（
叩
）

樹
齢
は
推
定
四
十
数
年
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
通
説
と
逆
に
前
者
が
新
で
後
者
が
旧
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
に
、
建
造
物
の

有
無
に
注
目
す
る
と
、
前
者
に
は
薬
園
奉
行
の
役
宅
と
御
薬
園
堂
が
無
い
が
、
後
者
で
は
存
在
す
る
。
建
造
物
の
有
無
は
、
後
述
す
る
理
由

に
よ
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
移
転
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
こ
れ
も
前
者
が
新
で
後
者
が
旧
と
い
う
証
拠
と
み
な
せ
る
。

さ
ら
に
敷
地
の
大
小
の
問
題
も
、
後
述
の
よ
う
に
、
時
を
経
て
む
し
ろ
縮
小
整
備
さ
れ
た
と
解
せ
る
。
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
、
通
説
と

は
逆
に
、
前
者
が
新
で
後
者
が
旧
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
。
し
か
も
両
者
の
間
に
は
四
十
数
年
に
近
い
長
年
月
の
経
過
が
推
察
さ
れ
る
。

そ
こ
で
後
者
「
尾
張
藩
御
深
井
御
薬
園
絵
図
」
の
成
立
時
期
の
上
限
を
探
る
と
、
図
中
の
泉
水
の
部
分
に
「
向
嶋
二
在
シ
板
一
枚
橋
唯
今

是
二
懸
ル
」
と
あ
る
書
込
み
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
「
向
嶋
」
と
は
御
深
井
内
に
あ
っ
た
松
山
の
御
茶
屋
の
別
名
で
あ
り
、
こ
の
御
茶
屋
は
寛
永

（
、
）

十
五
年
に
創
建
さ
れ
、
二
十
年
後
の
万
治
元
年
二
六
五
八
）
に
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
廃
止
に
と
も
な
う
廃
材
が
泉
水
の
橋
板
と
し
て

利
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
万
治
元
年
頃
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
尾
張
藩
御
深
井
御
薬
園
絵
図
」
は
模
写
図
で
あ
り
、
そ
の
原
図
は
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
同
館
の
小
池
富
雄
氏
に
よ
っ
て
公

（
胆
）
（
喝
）

表
さ
れ
た
。
小
池
氏
に
よ
れ
ば
、
原
図
は
、
紙
背
に
「
御
薬
園
之
図
」
と
の
み
記
さ
れ
、
書
風
や
料
紙
・
彩
色
な
ど
か
ら
十
七
世
紀
後
半
頃

に
描
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。
原
図
と
対
照
す
る
と
模
写
図
に
は
若
干
の
誤
記
が
み
ら
れ
る
。
原
図
に
よ
れ
ば
、
栽
培
植
物
は
一

一
五
種
を
数
え
、
薬
園
全
体
に
堀
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
が
、
薬
園
の
中
央
部
に
は
さ
ら
に
杉
並
木
に
よ
っ
て
特
別
に
保
護
し
た
と
み
ら
れ
る

区
画
が
あ
り
、
い
わ
ば
二
重
構
造
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
区
画
の
薬
草
は
ま
さ
し
く
三
十
九
種
を
数
え
る
。

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
つ
い
で
薬
草
栽
培
の
記
事
が
あ
る
と
い
う
。
二
代
藩
主
光
友
が
四
代
将
軍
家
綱
か
ら
薬
種
三
十
九
種
を
拝
領
し
、
こ
れ
を
栽
培
し

（7）505
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第1図「元御薬園御絵図」（元禄六年）『日本薬園史の研究』所載



（
年
）

ト
・
ぬ第2図「尾張藩御深井御薬園絵図」『日本薬園史の研究』所載



（
二
）
新
御
薬
園
へ
の
拡
張

初
期
の
本
御
薬
園
は
、
栽
培
状
況
か
ら
み
て
、
荒
廃
を
免
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
早
晩
何
ら
か
の
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
改
造
を
確
認
で
き
る
最
も
早
い
絵
図
は
、
や
は
り
光
友
時
代
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
「
下
御
深
井
絵
図
」
（
蓬
左
文

庫
所
蔵
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
本
御
薬
園
の
西
隣
に
南
北
二
区
画
の
新
御
薬
園
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
似
し
た
絵
図
に
「
御
烏
部
屋
御

薬
園
御
樹
木
畑
絵
図
」
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
標
題
か
ら
、
通
説
で
は
「
御
烏
部
屋
御
薬
園
」
な
る
薬
園
が
新
た
に
増
設
さ
れ
た
か

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
両
図
を
対
照
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
御
烏
部
屋
は
御
薬
園
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
「
御
烏
部
屋
御
薬
園
御
樹
木

畑
絵
図
」
に
よ
っ
て
本
・
新
御
薬
園
の
規
模
を
み
る
と
、

荊
芥
・
薩
摩
防
風
・
三
七
・
白
欽
・
木
香
・
商
陸
・
コ
エ
ン
ド
ロ
・
升
麻
・
知
母
・
地
黄
・
大
黄
・
イ
ノ
ン
ド
・
崔
麦
・
香
柏
子
・
白

尤
・
竜
脳
薄
荷
・
冬
葵
子
・
鯵
金
・
面
香
子
・
和
川
言
・
馬
鞭
草
・
胡
黄
連
・
続
随
子
・
天
門
冬
・
澤
藺
・
百
合
草
・
紫
苑
・
香
附
子
・

人
参
・
ハ
ッ
ク
リ
・
薄
荷
・
タ
カ
ト
ウ
草
・
良
薑
・
フ
ナ
バ
ラ
・
細
辛
・
附
子
・
河
原
柴
胡
・
益
母
草
・
唐
川
言

こ
れ
ら
は
舶
来
間
も
な
い
ハ
ー
ブ
や
和
漢
の
代
表
的
薬
草
で
あ
る
・
承
応
元
年
に
将
軍
家
綱
か
ら
下
附
さ
れ
た
薬
種
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

こ
の
区
画
は
い
わ
ば
拝
領
薬
種
区
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
特
別
な
囲
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
も
理
解
で
き
る
。
こ
の
三
十
九
種

の
う
ち
荊
芥
・
地
黄
・
崔
麦
・
和
川
言
・
澤
藺
・
香
附
子
・
益
母
草
・
唐
川
茸
の
八
種
は
婦
人
薬
で
あ
り
、
婦
人
薬
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
代
藩
主
光
友
は
家
康
の
孫
に
あ
た
り
、
そ
の
正
室
と
し
て
三
代
将
軍
家
光
の
長
女
千
代
姫
（
霊
仙
院
）
を
迎
え

て
い
た
こ
と
と
関
係
し
よ
う
か
。
千
代
姫
は
寛
永
十
六
年
、
三
歳
で
輿
入
れ
し
た
と
さ
れ
る
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
有
名
な
江
戸
の
下
屋

（
Ｍ
）

敷
「
戸
山
荘
」
が
光
友
に
よ
っ
て
造
営
が
開
始
さ
れ
た
の
も
こ
の
千
代
姫
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
御
薬
園
之
図
」
か
ら
み
て
右
の
拝
領
薬
種
区
は
約
三
三
○
坪
に
す
ぎ
ず
、
生
産
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
見
本
園
の
性
格
が
強
い
。

薬
草
に
は
外
国
産
や
野
生
の
も
の
が
多
く
、
大
黄
や
人
参
を
例
に
と
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
名
古
屋
に
お
け
る
栽
培
は
容
易
で
な

か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
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本
御
薬
園
北
六
十
四
間
、
南
五
十
三
間
、
東
四
十
四
間
西
四
十
三
間
二
尺
、
約
二
六
○
○
坪

新
御
薬
園
（
北
園
）
北
七
十
七
間
南
七
十
三
間
半
、
東
四
十
三
間
二
尺
、
西
五
十
二
間
半
、
約
三
五
○
○
坪

新
御
薬
園
（
南
園
）
北
五
十
間
半
、
南
四
十
七
間
半
、
東
四
十
四
間
半
、
西
四
十
二
間
、
約
二
○
○
○
坪

本
御
薬
園
の
み
に
限
れ
ば
、
「
御
薬
園
之
図
」
に
描
か
れ
る
本
御
薬
園
は
北
八
十
七
間
、
南
六
十
八
間
、
東
四
十
二
間
、
西
四
十
三
間
で
坪

数
約
三
三
五
○
坪
で
あ
る
か
ら
、
東
部
が
七
五
○
坪
ほ
ど
削
り
取
ら
れ
た
恰
好
に
な
る
が
、
新
御
薬
園
と
合
せ
た
総
坪
数
は
八
一
○
○
坪
と

な
り
、
全
体
と
し
て
二
倍
半
近
く
に
大
き
く
拡
張
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
「
御
薬
園
之
図
」
に
あ
っ
た
薬
園
奉
行
の
役
宅
や
御
薬
園

堂
は
新
御
薬
園
に
移
さ
れ
て
お
り
、
本
・
新
御
薬
園
は
統
一
的
に
経
営
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

新
御
薬
園
に
栽
培
さ
れ
た
植
物
を
「
御
薬
園
御
絵
図
」
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ
て
み
る
と
、
ぶ
ど
う
・
お
茶
・
梅
・
杉
・
筍
薬
・
牡
丹
・

野
老
・
松
・
グ
ミ
・
め
う
が
．
ふ
や
う
、
そ
の
他
花
壇
な
ど
で
薬
園
と
い
う
よ
り
は
果
樹
園
的
な
も
の
に
後
退
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
苛
薬
・

牡
丹
な
ど
は
薬
草
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
観
賞
用
で
あ
っ
た
と
は
速
断
で
き
な
い
。
こ
の
傾
向
は
本
御
薬
園

（
焔
）

の
部
分
で
も
同
様
で
あ
り
、
拝
領
薬
種
区
の
部
分
の
変
化
を
「
元
御
薬
園
御
絵
図
」
で
み
る
と
、
水
瓜
・
覆
盆
子
・
梅
・
あ
ん
め
ん
と
う
．

紫
閏
・
花
し
ょ
う
ぶ
・
し
ろ
桃
、
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
西
ノ
新
御
薬
園
へ
の
拡
張
と
御
深
井
御
薬
園
の
現
在
地

新
御
薬
園
は
、
見
本
園
と
い
う
よ
り
は
、
種
類
を
し
ぼ
っ
て
多
量
の
収
穫
を
挙
げ
る
実
用
園
へ
の
転
換
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向

は
西
ノ
新
御
薬
園
の
増
設
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

「
新
御
薬
園
指
図
」
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ
て
そ
の
規
模
を
み
る
と
、

西
ノ
新
御
薬
園
北
約
百
十
四
間
南
約
百
十
四
間
東
約
六
十
九
、
西
六
十
九
問
半
、
約
七
九
○
○
坪

と
い
う
大
規
模
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
設
計
図
の
段
階
で
あ
ろ
う
か
、
ぶ
ど
う
・
お
茶
・
た
ば
こ
・
け
し
・
茶
花
・
そ
の
他
が
記
載
さ
れ

る
の
み
で
あ
る
。
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細
井
家
の
系
譜
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
医
家
で
は
な
く
、
薬
園
預
か
ら
御
庭
預
や
御
庭
中
間
に
転
じ
た
例
も
み
ら
れ
る
の
で
、
御
深

井
庭
に
勤
務
す
る
家
系
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
石
高
十
石
程
度
の
微
禄
の
下
級
藩
士
で
あ
っ
た
。

（
恥
）

こ
の
系
譜
の
中
で
、
薬
園
奉
行
が
二
人
制
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
正
徳
年
間
に
広
田
牧
右
衛
門
が
加
わ
っ
た
時
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
大

規
模
な
西
ノ
新
御
薬
園
の
増
設
と
関
連
が
あ
る
。
「
御
薬
園
地
割
御
絵
図
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）
に
は
西
ノ
新
御
薬
園
の
薬
園
奉
行
と
し

て
広
田
牧
右
衛
門
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
西
ノ
新
御
薬
園
の
あ
っ
た
西
御
深
井
は
「
巾
下
御
屋
敷
」
と
か
「
巾
下
御
茶
道

丁
」
と
俗
称
で
は
巾
下
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
土
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
西
ノ
新
御
薬
園
は
巾
下
御
薬
園
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
朝

日
重
章
の
『
鵬
鵡
籠
中
記
』
の
正
徳
五
年
二
七
一
五
）
九
月
十
七
日
の
条
に
「
今
日
巾
下
御
薬
苑
ノ
跡
新
地
や
し
き
被
下
」
と
あ
る
こ
と
か

西
ノ
新
御
薬
園
は
新
御
薬
園
の
西
側
に
増
設
さ
れ
て
あ
り
、
「
御
薬
園
御
樹
木
畑
御
厩
畑
絵
図
」
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ
て
そ
の
区
画
を

第
３
図
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
図
に
よ
っ
て
前
述
の
「
御
烏
部
屋
御
薬
園
御
樹
木
畑
絵
図
」
と
の
関
連
が
つ
き
、
各

薬
園
の
現
在
地
の
比
定
が
可
能
と
な
る
。
推
定
現
在
地
は
第
４
図
の
よ
う
に
、
本
御
薬
園
は
北
区
名
城
一
丁
目
の
名
城
公
園
内
、
新
御
薬
園

は
名
城
公
園
内
・
西
区
堀
端
町
お
よ
び
数
寄
屋
町
の
一
部
、
西
ノ
新
御
薬
園
は
堀
端
町
と
数
寄
屋
町
の
一
部
の
辺
り
で
あ
る
。

前
述
の
各
種
絵
図
の
ほ
か
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
尾
張
藩
の
分
限
帳
、
「
藩
士
名
寄
』
や
「
御
小
納
戸
日
記
」
な
ど
に
よ
っ
て
薬
園

奉
行
系
譜
を
た
ど
る
と
、
ほ
ぼ
細
井
家
の
累
代
が
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

～
万
治
元
～
～
貞
享
元
～
～
元
禄
八
～
～
正
徳
年
間
～

（
四
）
御
深
井
御
薬
園
の
薬
園
奉
行

ｒ
鶏
勝
辰
七
郎
Ｉ
細
井
園
右
衛
凹

享
保
二
二
～
安
永
九

細
井
侭
七
郎
Ｉ
細
井
長
七
口
細
井
長
太
郎
Ｉ
鰈
罹
Ｉ

－
ｌ
広
田
牧
右
衛
門

安
永
九
ｌ
寛
政
八

（
御
薬
園
預
）
Ｉ
細
井
長
吉
（
御
薬
園
預
）
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（
二
人
参
畑
か
ら
御
薬
園
へ

お
し
た

御
下
屋
敷
は
光
友
に
よ
っ
て
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
名
古
屋
城
東
南
に
築
か
れ
た
六
万
四
千
坪
に
お
よ
ぶ
別
荘
で
あ
る
。
の
ち
こ
の
北
庭

の
東
に
薬
園
が
営
な
ま
れ
た
の
で
御
下
屋
敷
御
薬
園
と
称
さ
れ
る
が
、
名
称
や
規
模
は
時
代
と
と
も
に
か
な
り
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
三
村

（
Ⅳ
）

森
軒
の
『
尾
州
薬
園
濫
膓
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
薬
園
の
は
じ
ま
り
は
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
九
月
、
七
代
藩
主
宗
春
が
将
軍
吉
宗
か

ら
人
参
七
本
と
甘
草
十
本
を
拝
領
し
、
こ
の
地
に
栽
培
し
た
こ
と
に
あ
る
。
は
じ
め
宗
舂
の
御
側
医
高
橋
玄
仙
の
指
図
に
よ
っ
て
植
え
付
け

が
な
さ
れ
た
が
、
の
ち
普
請
組
寄
合
の
三
村
森
軒
が
人
参
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
を
担
当
し
た
と
さ
れ
る
。
森
軒
は
、
用
土
・
施
肥
・
病

（
略
）

虫
害
対
策
・
日
覆
な
ど
に
独
創
的
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
優
良
な
朝
鮮
人
参
の
栽
培
に
成
功
し
た
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
は
人
参
総
数
は
八
八
三
七
本
、
実
数
七
一
○
九
粒
に
達
し
た
。
こ
の
う
ち
一
五
○
○
粒
は
御
前
に
進
上
、
そ
の

（
四
）

他
に
家
老
を
は
じ
め
山
村
甚
兵
衛
・
千
村
平
右
衛
門
・
用
人
衆
・
組
頭
な
ど
に
下
附
さ
れ
た
。
こ
の
功
に
よ
っ
て
森
軒
は
新
知
行
百
石
足
高

五
十
石
の
計
百
五
十
石
を
与
え
ら
れ
る
が
、
同
年
十
月
森
軒
は
通
風
病
の
た
め
人
参
御
用
を
辞
任
す
る
。
森
軒
の
跡
は
木
下
宇
左
衛
門
・
安

井
彦
太
夫
・
荒
尾
六
右
衛
門
ら
が
そ
の
管
理
に
あ
た
り
、
人
参
栽
培
の
規
模
を
さ
ら
に
拡
張
さ
せ
る
。
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
朝
鮮
人
参
実

（
釦
）

三
○
○
粒
を
奥
州
守
山
藩
主
松
平
大
学
頭
へ
進
上
し
、
ま
た
、
松
平
君
山
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
参
実
四
万
粒
が
東
谷
御
林
御
人
参
御
薬
園
に
蒔

（
虹
）

付
け
ら
れ
た
事
実
な
ど
は
、
御
下
屋
敷
御
薬
園
の
成
功
を
よ
く
物
語
る
も
の
と
解
せ
る
が
、
こ
の
年
全
国
の
栽
培
人
参
が
百
万
根
余
に
達
し

ら
、
正
徳
五
年
頃
に
は
西
ノ
新
御
薬
園
は
廃
園
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
大
幸
川
の
大
改
修
に
よ
り
、
大
幸
川
（
堀
川
）
が
新
御
薬
園
地
を
縦
断
し
た
の
で
薬
園
地
は
大
き
な
改
変
を
受
け

る
。
こ
の
後
の
姿
は
「
茅
庵
御
門
外
御
薬
園
曲
輪
之
図
」
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
は
本
御
薬
園
地
が
南
北
百
五

間
に
広
げ
ら
れ
て
描
か
れ
て
あ
る
も
の
の
、
薬
園
で
は
な
く
「
畑
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
、
御
下
屋
敷
御
薬
園
の
成
立
と
変
遷
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豊
文
は
こ
の
た
め
年
々
、
尾
張
・
三
河
を
は
じ
め
伊
勢
・
志
摩
・
近
江
・
美
濃
・
信
州
・
南
紀
な
ど
の
諸
州
や
木
曽
・
伊
吹
山
な
ど
に
採

薬
し
て
各
採
薬
記
を
作
成
す
る
。
こ
の
採
薬
に
は
若
い
日
の
伊
藤
圭
介
も
同
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
採
薬
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
薬
草
木

の
多
く
は
御
下
屋
敷
御
薬
園
に
栽
培
さ
れ
、
ま
た
、
医
学
館
薬
品
会
に
出
品
さ
れ
た
。
豊
文
は
、
人
参
栽
培
に
か
ぎ
ら
ず
、
外
国
産
の
植
物

を
ふ
く
め
て
多
種
の
植
物
を
収
集
し
、
閏
書
に
よ
る
リ
ン
ネ
の
分
類
法
を
試
み
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
豊
文
の
意
向
が
御
薬
園
の
経

営
に
も
大
き
く
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
二
月
江
戸
参
府
途
上
の
シ
ー
ボ
ル
ト
と
宮
で
会
見
し
た
豊
文
が
、
「
約
二
千
種
の
植
物
の
あ
る
自
分
の
庭
園
」
と

み
そ
の

述
べ
た
の
は
、
自
宅
の
薬
園
で
は
な
く
御
下
屋
敷
御
薬
園
を
指
す
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
園
に
あ
っ
た
豊
文
の
自
邸
は
約
五
百

（
胡
）
（
抑
）

坪
程
度
で
あ
り
、
こ
こ
に
二
千
種
を
栽
培
す
る
薬
園
を
設
け
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
岡
田
啓
「
小
冶
田
之
真
清
水
」
に
「
本
草

担
当
者
と
な
る
。

（
醐
）

文
化
二
年
二
八
○
五
）
三
月
、
御
薬
園
掛
は
御
小
納
戸
頭
取
衆
の
勤
め
と
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
医
学
館
主
・
浅
井
貞
庵
が
御
薬

園
預
り
に
任
命
さ
れ
る
。
貞
庵
の
下
で
水
谷
豊
文
が
御
薬
園
御
用
の
ち
御
薬
園
御
用
懸
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
豊
文
が
御
薬
園
経
営
の
実
質
的

（
型
）

た
と
さ
れ
、
全
国
的
な
流
行
と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

森
軒
の
こ
ろ
ま
で
の
御
下
屋
敷
御
薬
園
は
人
参
畑
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
七
月
安
井
彦
太
夫
が
御
薬
園
奉
行
に

（
鋤
）
（
鈍
）

任
命
さ
れ
た
こ
ろ
に
は
御
薬
園
と
呼
ば
れ
、
つ
い
で
宝
暦
十
一
年
九
月
荒
尾
六
右
衛
門
が
御
薬
園
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
こ
ろ
に
は
御
下
屋
敷

の
西
隣
に
御
薬
園
役
所
が
設
け
ら
れ
、
御
薬
園
が
名
実
と
も
に
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
御
深
井
御
薬
園
は
、

（
坊
）

管
掌
者
と
し
て
細
井
長
七
が
御
薬
園
奉
行
で
は
な
く
御
薬
園
預
り
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
相
対
的
な
位
置
の
低
下
を
窺
わ
せ
る
。

享
保
二
十
年
か
ら
宝
暦
期
こ
ろ
ま
で
の
御
下
屋
敷
御
薬
園
の
地
所
は
第
５
図
ａ
の
よ
う
で
あ
り
、
約
三
○
○
○
坪
あ
っ
た
も
の
と
推
定
で

（
錨
）
（
”
）

き
る
。
の
ち
さ
ら
に
発
展
を
続
け
、
最
盛
期
に
は
一
時
第
５
図
ｂ
の
よ
う
に
約
六
八
○
○
坪
の
規
模
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
二
）
最
盛
期
の
御
薬
園
と
水
谷
豊
文
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第5図御下屋敷御薬園地の変遷a)享保～宝暦の頃b)最盛期c)幕末期、推定所在地

国土地理院「名古屋城」1:10000地形図（平成5年）より作成
唖
［
の



天
保
十
二
年
二
八
四
一
）
木
曽
黒
沢
・
荻
原
両
村
に
尾
張
藩
御
薬
園
が
開
設
さ
れ
、
こ
こ
に
朝
鮮
人
参
が
栽
培
さ
れ
、
弘
化
四
年
（
一
八

（
蛇
）

四
七
）
年
頃
か
ら
そ
の
収
穫
が
始
ま
る
。
こ
れ
に
倣
い
美
濃
付
知
村
な
ど
で
も
人
参
栽
培
が
導
入
さ
れ
、
一
時
順
調
に
収
穫
を
あ
げ
る
。
こ
う

し
て
木
曽
や
美
濃
な
ど
藩
領
各
地
で
朝
鮮
人
参
だ
け
で
な
く
各
種
薬
草
の
栽
培
が
活
発
に
な
る
。
こ
れ
を
指
導
・
監
督
し
た
の
は
御
下
屋
敷

御
薬
園
の
薬
園
奉
行
と
そ
の
配
下
の
本
草
家
達
で
あ
っ
た
。
こ
の
藩
領
各
地
で
の
薬
草
栽
培
は
藩
が
庄
屋
を
中
心
と
す
る
百
姓
に
委
託
す
る

形
式
で
行
な
わ
れ
、
集
荷
や
薬
舗
へ
の
販
売
な
ど
は
御
下
屋
敷
御
薬
園
の
手
代
が
担
当
し
た
。
従
っ
て
、
御
下
屋
敷
御
薬
園
の
業
務
の
重
点

貞
庵
と
豊
文
の
没
後
の
御
下
屋
敷
御
薬
園
は
、
外
見
上
、
次
第
に
衰
退
す
る
。
薬
園
地
に
藩
士
宅
や
寺
院
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
薬
園
面

積
が
縮
小
し
て
い
く
。
万
延
・
文
久
期
頃
の
所
在
地
は
、
第
５
図
Ｃ
の
よ
う
で
あ
る
と
推
定
で
き
、
そ
の
規
模
は
約
三
三
○
○
坪
と
最
盛
期

（
三
）
幕
末
の
御
薬
園

浅
井
貞
庵
の
没
後
、
貞
庵
の
子
紫
山
が
御
薬
園
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
紫
山
が
没
す
る
と
紫
山
の
子
樺
園
が
こ
れ
を
継
ぐ
と
い
う
よ
う
に
代
々

浅
井
家
が
御
薬
園
奉
行
と
な
っ
て
維
新
に
至
る
。
開
設
期
か
ら
維
新
ま
で
の
薬
園
管
掌
者
の
系
譜
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

家
功
者
の
士
数
人
及
び
下
役
の
者
二
十
余
人
附
属
し
培
養
手
を
つ
く
せ
り
、
近
年
人
参
格
別
繁
茂
し
且
又
天
保
年
中
よ
り
軽
粉
製
作
始
ま
れ

り
」
と
あ
り
、
広
大
な
薬
園
の
烏
撒
図
が
描
か
れ
て
あ
る
の
は
、
こ
の
貞
庵
と
豊
文
時
代
の
最
盛
期
の
御
下
屋
敷
御
薬
園
の
姿
に
ほ
か
な
ら

（
訓
）

に
比
べ
て
半
減
し
て
い
る
。

なり
ぃL－

O

享
保
二
○
ｌ
元
文
元
元
文
元
ｌ
延
享
二
延
享
二
～
宝
暦
八
’
二

高
橋
玄
仙
Ｉ
三
村
森
軒
↑
人
参
御
国
ｌ
ｌ
木
下
宇
左
衛
門
ｌ
ｌ
安
井
彦
太
夫
Ｉ

｜
宝
暦
一
Ｔ
明
和
二
文
化
二
ｌ
文
政
三
天
保
三
Ｉ
安
政
元
元
浩
元
ｌ
明
治
元

ｒ
ｌ
ｌ
荒
尾
六
右
衛
門
…
…
浅
井
貞
庵
ｌ
ｌ
浅
井
紫
山
Ｉ
浅
井
樺
園

文
化
二
ｌ
天
保
四

水
谷
豊
文
（
御
薬
園
御
用
）

万
延
元
Ｉ
明
治
２

石
黒
済
庵
（
御
薬
園
御
用
）
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が
転
換
し
て
い
る
。
こ
の
薬
園
機
能
の
転
換
が
薬
園
地
の
縮
小
と
し
て
表
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
初
年
御
下
屋
敷
御
薬
園
は
御
国
産
懸
り
に
併
合
さ
れ
、
同
二
年
九
月
廃
園
と
な
る
。

絵
図
の
分
析
を
中
心
に
尾
張
藩
の
薬
園
の
成
立
と
変
遷
の
過
程
を
探
っ
て
き
た
。
初
期
の
も
の
は
御
深
井
御
薬
園
で
、
通
説
と
異
な
り
、

承
応
元
年
頃
に
成
立
し
、
少
な
く
と
も
天
明
年
間
こ
ろ
ま
で
続
い
た
。
一
方
、
御
下
屋
敷
御
薬
園
が
朝
鮮
人
参
の
栽
培
を
目
的
に
享
保
二
十

年
に
設
立
さ
れ
、
好
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
明
治
二
年
ま
で
続
い
た
。
両
園
の
成
立
に
は
幕
府
薬
園
の
強
い
影
響
が
み
ら
れ
た
。

二
一
七
年
も
の
間
連
綿
と
継
続
し
て
経
営
さ
れ
た
事
実
は
特
筆
に
値
す
る
。
経
験
の
蓄
積
が
、
朝
鮮
人
参
の
栽
培
な
ど
で
良
好
な
成
果
を

も
た
ら
し
た
。
幕
末
尾
張
に
お
け
る
独
自
な
本
草
学
は
、
直
接
間
接
に
薬
園
に
つ
ら
な
っ
た
本
草
家
た
ち
に
よ
っ
て
開
花
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る本

論
の
要
旨
は
一
九
九
五
年
日
本
医
史
学
会
十
一
月
例
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。
本
研
究
の
一
部
は
尾
張
本
草
学
研
究
会
（
会
長
野
呂
征
男

氏
）
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
執
筆
に
際
し
て
、
同
研
究
会
の
諸
兄
、
水
野
瑞
夫
岐
阜
薬
科
大
学
学
長
か
ら
多
く
の
ご
教
示
と
ご

協
力
を
頂
い
た
。
資
料
の
調
査
に
際
し
て
は
小
池
富
雄
徳
川
美
術
館
普
及
課
長
、
山
本
祐
子
名
古
屋
市
博
物
館
学
芸
員
、
徳
川
林
政
史
研
究

所
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
、
愛
知
県
図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
皆
様
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注
と
参
考
文
献

（
１
）
上
田
三
平
「
日
本
薬
園
史
の
研
究
」
一
三
九
～
一
四
一
頁
、
一
九
三
○
（
昭
和
五
年
）
、
同
著
・
三
浦
三
郎
編
「
改
訂
増
補
日
本
薬
園
史
の
研

究
」
一
三
○
～
一
三
二
頁
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）

（
２
）
右
左
見
直
八
「
薬
園
復
活
論
」
『
嘗
草
』
八
号
、
六
五
～
八
四
頁
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
年
）

（
３
）
吉
川
芳
秋
「
尾
張
薬
園
の
お
も
い
で
」
『
郷
土
文
化
』
一
五
巻
一
号
、
一
○
～
一
五
頁
、
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
年
）
、
同
『
医
学
・
洋
学
．

お
わ

り

に
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（
Ⅳ
）
三
村
森
軒
『
尾
州
薬
園
濫
膓
録
』
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
。
文
中
に
森
軒
の
宝
暦
十
年
記
が
あ
る
が
、
天
保
十
二
年
写
本
を
さ
ら
に
昭
和

八
年
転
写
し
た
本
で
あ
り
、
掲
げ
ら
れ
た
数
値
な
ど
に
は
か
な
り
誤
写
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

（
略
）

（
皿
）

（
Ⅱ
）

（
胆
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

（
略
）

、
〆

（
８
）

、
〆

（
９
）

（
７
）

（
４
）

（
５
）

（
〔
ｂ
）

今
大
路
親
顕
「
商
山
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
家
光
の
代
に
は
「
御
薬
園
之
御
薬
種
一
箱
ヅ
、
御
三
家
様
方
へ
進
メ
ラ
レ
」
た
と
い
う
。
宗
田
一

「
幕
府
典
薬
頭
の
手
記
に
見
え
る
本
草
」
『
束
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界
』
上
、
二
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

尾
張
藩
の
日
記
の
原
本
は
不
明
、
こ
こ
で
は
前
掲
（
１
）
文
献
に
拠
る
。

『
徳
川
實
紀
」
（
「
國
史
体
系
」
第
四
十
一
巻
）
第
四
編
、
三
九
九
、
四
二
五
、
四
六
六
、
五
七
○
、
六
二
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
（
昭

和
四
十
年
）
、
岩
下
哲
典
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

上
原
敬
二
「
樹
木
大
図
説
」
１
、
三
四
三
頁
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
年
）

奥
村
得
義
「
金
城
温
古
録
」
（
４
）
御
深
井
御
庭
編
、
『
名
古
屋
叢
書
続
編
」
第
一
六
巻
、
一
○
七
頁
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）

小
池
富
雄
「
新
薬
園
（
御
深
井
薬
園
）
図
に
つ
い
て
」
『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
」
五
八
号
、
一
、
七
～
八
頁
、
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）

「
御
薬
園
之
図
」
一
舗
、
二
三
八
×
一
四
六
皿
徳
川
美
術
館
所
蔵

小
寺
武
久
『
尾
張
藩
江
戸
下
屋
敷
の
謎
」
、
一
五
～
二
○
頁
、
中
公
新
書
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）

「
元
御
薬
園
御
絵
図
」
の
原
図
は
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
［
五
○
○
］
。
原
図
と
比
較
す
る
と
『
日
本
薬
園
史
の
研
究
」
附
図
二
に
は
「
杉
」
を
「
松
」

と
す
る
誤
写
や
樹
木
の
寸
法
な
ど
の
誤
写
が
散
見
さ
れ
る
。

前
掲
文
献
（
１
）
『
日
本
薬
園
史
の
研
究
」
一
四
○
頁
に
は
、
廣
田
牧
左
衛
門
の
名
が
元
禄
頃
に
見
え
る
と
あ
る
が
、
『
元
禄
八
亥
頃
分
限
帳
』

（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）
で
は
御
薬
園
奉
行
は
細
井
長
太
郎
の
み
で
廣
田
の
名
は
見
え
な
い
。
一
方
、
「
正
徳
年
中
分
限
張
」
（
徳
川
林
政
史

研
究
所
所
蔵
）
に
は
御
薬
園
奉
行
と
し
て
「
拾
弐
石
弐
人
分
細
井
長
七
、
同
廣
田
牧
右
衛
門
」
と
あ
り
、
廣
田
牧
右
衛
門
の
名
で
現
わ
れ
て
い

る
0

和
六

十
三

年
一〆

本
草
学
者
の
研
究
」
四
三
～
四
八
頁
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）

深
谷
義
明
『
愛
知
県
薬
業
史
』
八
六
～
九
九
頁
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
年
）

水
野
瑞
夫
「
尾
張
藩
の
薬
園
」
前
掲
（
１
）
「
改
訂
増
補
日
本
薬
園
史
の
研
究
』
二
六
四
～
二
七
四
頁

水
野
瑞
夫
・
遠
藤
正
治
「
尾
張
の
本
草
学
の
歴
史
①
黎
明
期
の
尾
張
本
草
学
」
『
口
本
の
生
物
」
二
（
五
）
、
一
七
～
二
○
頁
、
一
九
八
八
（
昭
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（
肥
）
後
藤
尚
夫
・
山
口
茂
冶
・
田
中
俊
弘
「
「
尾
州
薬
園
濫
膓
録
』
に
つ
い
て
」
「
薬
史
学
雑
誌
」
三
○
（
一
）
、
一
八
～
二
四
頁
、
一
九
九
五
（
平

へへへへへへへへ

2625242322212019
ー ……習………

へへへへへ

3231302928
……………

（
”
）
「
尾
張
国
町
村
絵
図
名
古
屋
市
域
編
Ⅱ
』
徳
川
黎
明
会
叢
書
、
国
耆
刊
行
会
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）
に
出
る
「
人
参
御
薬
園
」
図

前
掲
文
献
（
Ⅳ
）

前
掲
文
献
（
Ⅳ
）

安
江
政
一
「
『
東

宗
田
一
冒
局

『
士
林
派
洞
」
、
《

前
掲
文
献
（
認
）

成
七
年
）

『
尾
州
御
留
守
日
記
三
』
（
宝
暦
十
二
年
四
月
至
五
月
）
、
五
月
二
十
五
日
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵

「
名
古
屋
路
見
」
、
名
古
屋
市
鵺
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
か
ら
推
定
。
「
名
古
屋
路
見
」
の
比
定
年
代
は
、
山
本
祐
子
「
名
古
屋
城
下
図
の
年
代
比

定
と
編
年
に
つ
い
て
」
『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
」
一
七
巻
、
一
六
頁
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
一
～
明
和
七
年

『
江
戸
御
小
納
戸
日
記
一
』
（
文
化
二
年
正
月
至
五
月
二
十
且
、
三
月
朔
日
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵

前
掲
文
献
（
３
）
「
医
学
・
洋
学
・
本
草
学
者
の
研
究
』
三
五
二
～
三
五
三
頁

岡
田
啓
「
小
冶
田
之
真
清
水
」
、
東
海
地
方
史
学
協
会
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）
覆
刻

「
尾
張
名
古
屋
絵
図
」
、
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
お
よ
び
、
「
御
下
屋
敷
惣
図
面
」
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
か
ら
推
定
。

安
江
政
一
「
名
古
屋
藩
に
お
け
る
薬
用
人
参
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
三
巻
三
号
、
三
二
三
～
三
三
三
頁
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
年
）

（
岐
阜
県
立
華
陽
高
等
学
校
教
諭
）

と
さ
れ
る

か
ら
推
定
。

（
稗
皿
）

「
『
東
谷
御
林
人
参
一
巻
」
と
松
平
君
山
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
○
巻
一
号
、
五
○
～
五
五
頁
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

「
官
製
栽
培
の
朝
鮮
種
人
参
（
オ
タ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
）
販
売
事
情
」
『
実
学
史
研
究
Ｘ
」
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
（
平
成
六
年
）

」
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
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一
因
めTheOriginandDevelopmentoftheHerbalGardensofthetheOwariClan

byShojiENDO

TheearlyherbalgardenoftheOwariClanwascalledOfuke-Oyakuen(御深井御薬園).Bycareful

readingofthe"IllustrationoftheHonorableHerbGarden(OyakuennoZu,御薬園之図)",itispointedout

thatthisgardenmighthavebeenopenedaroundl652when39speciesofherbsgrantedbyShogunlemitsu

wereplanted.Thisgardenwasenlargedinaboutl684．WefOundthatthewell-known "Honorable

IllustrationofFormerHerbGarden(Moto-oyakuenOn-ezu,元御薬園御絵図)"wasadrawingofapartof

thisenlargedherbalgarden.

Ontheotherhand,inl735anewherbalgarden,Oshitayashiki-oyakuen(御下屋敷御薬園)wasopened

forcultivationofPanaxShinseng.WhilethisgardenproducedfairresultsatPanaxcultivation,itwas

closedinl869attheMeijiRestoration.InthelastdaysoftheTokugawaregime,herbalistsofthisgarden

hadmadeoriginaladvancesinnaturalhistory.

（
国
函
）


